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浜坂道路事業については、地域高規格道路「山陰近畿自動車道」の一区間として平成20年度

３月に地域高規格道路の整備区間の指定を受け、新規事業化された．一日でも早い供用開始を

求める地域の期待に応えるため、浜坂道路ではこれまでとは異なる方法で事業調査を実施して

おり、公共事業において今後より一層求められる、円滑な事業の実施への取り組みについて紹

介する．
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1.  浜坂道路の事業概要

浜坂道路は兵庫県美方郡香美町から新温泉町に位置し、

鳥取県鳥取市から兵庫県豊岡市を経て京都府宮津市まで

の延長約１２０ｋｍを結ぶ、地域高規格道路「山陰近畿

自動車道」の一区間として整備される自動車専用道路で

ある．

現道である国道178号の、香美町と新温泉町の町境に

位置する桃観トンネル付近での線形不良や急勾配による

走行障害などの課題解消のため、浜坂道路の整備による

災害に強い道路のネットワークの形成や、冬季の交通安

全確保、高次救急医療施設へのアクセス時間の短縮など、

地域の安全・安心の向上が期待されている．（写真１）、

2.  道路事業の事業調査について

道路事業においては通常事業化されたのち、道路予備

設計・道路詳細設計実施後、用地測量（幅杭打設・境界

立会・丈量測量）を実施し、用地取得を行うこととして

いる．用地測量中に地図混乱地等が確認された場合は、

地図訂正等を行う．また、用地取得後、埋蔵文化財の発

掘調査（確認調査・本発掘調査）を実施することとして

いる．

別紙―２

� 事業期間：平成20年度～平成29年度

� 事業区間：香美町香住区余部～新温泉町栃谷

� 延 長：L=9.8kｍ

� 道路規格：第1種第3級（自動車専用道路）

� 設計速度：80km/h

� 幅 員：(土工部) W=7.0(12.5)m

(トンネル部) W=7.0(10.0)m、

（橋梁部） W=7.0(11.0)m

写真１.国道178号道路現況

表１.浜坂道路の諸元

図１.道路事業の流れについて
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そのため、用地測量後に広範囲にわたる地図混乱地や

埋蔵文化財の存在が確認された場合、地図訂正や発掘調

査のための現場作業・事務作業に多大な時間を要し、事

業の進捗が遅れることになる．

本事業では事業採択から道路詳細設計完了まで、約２

年の期間を要することから、設計業務と平行して用地境

界確定手続きや埋蔵文化財調査を実施している．

3. 埋蔵文化財調査における工夫

（１）埋蔵文化財における問題点

既存の新温泉町（旧浜坂町）教育委員会が作成した遺

跡地図*１）によれば、浜坂道路計画地およびその周辺

には、尾根部を中心に旧浜坂町域に存在する古墳の約１

/３が分布している．

また、その後実施した兵庫教育委員会による分布調査

の実施によれば、遺跡地図の埋蔵文化財包蔵地のほか、

新発見の遺跡を含め、香美町内に２箇所、新温泉町内に

１９箇所の合計２１箇所（約１８万 m2）の古墳が浜坂

道路計画地内に存在し、道路整備により影響を受けるこ

とが分かった．

特に終点側の対田・二日市地区については、広範囲に

わたる古墳群が確認された．積雪の多い但馬地域では冬

期の発掘作業が困難であること、埋蔵文化財調査にかか

る調査職員が不足しているなどの事情から、道路概略設

計段階ですでに数年がかりでの大規模な調査が必要であ

ることが予想された．

（２）確認調査の先行実施について

以上の問題を踏まえ、発掘調査の実施時期を前倒しし、

道路予備設計と平行して確認調査を行なった．なお、用

地取得前に民地を発掘することになるため、地権者から

発掘作業の了解と、出土品が出た場合は教育委員会へ寄

付することについての承諾書を提出してもらったうえで

発掘作業を実施している．（図．３）

確認調査の結果、地元有力者の古墳が多数発見され、

土器破片も出土している．（No.182地点、No.188地点、

No.198地点：小坂谷古墳群、No.215地点：浅谷下山古墳

群）（写真 2）また、全国に４０基ほどしか発見されて

いない、女性の化粧顔料を粉末にするためのスリコギが

出土した．（No.188地点）（写真 3）

当該箇所の本発掘調査については、現在、用地買収完

了後に順次本発掘調査を実施中である．

地点名 遺跡名
分布調査結果による

遺跡範囲（㎡）

№１２８ 20,600

№１３０ 市午城址 18,900

№１７６ 4,400

№１７９ 久谷城跡 13,750

№１８２ 4,550

№１８６ 13,000

№１８８ 16,000

№１９４ 井ノ口東古墳群 6,100

№１９５ 井ノ口遺跡 1,350

№１９６ 井ノ口西古墳群 8,250

№１９７ 小坂谷遺跡 4,200

№１９８ 小坂谷古墳群 8,650

№２０１ 対田奥谷古墳群 15,450

№２０２ 願上寺跡 1,250

№２０３ 願上寺古墳群 7,450

№２０５ 福谷古墳群 6,000

№２０８ 揚木古墳群 4,400

№２０９ 姥ヶ谷古墳群 7,550

№２１３ 井ノ谷古墳群・西ノ城跡 14,300

№２１５ 浅谷下山古墳群 2,500

№２１６ 浅谷下山古墳群 750

179,400

余
部

地
区

久
谷
地
区

対
田
地
区

二
日
市
地
区

合計

表１.分布調査結果による遺跡影響範囲面積

図２.埋蔵文化財確認調査結果*2)

写真２.出土品①（石棺）

写真３.出土品②（ｽﾘｺｷﾞ）*3)
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（３） 文化財包蔵地を考慮した道路計画

また、埋蔵文化財確認調査と平行して実施した道路予

備設計では、埋蔵文化財の保護や本発掘調査期間の短縮

の観点から埋蔵文化財に与える影響をできるだけ少なく

なるようなルートや道路構造を採用している．

特に浜坂道路の西部に位置する対田・二日市地区では、

既往の文献より山裾沿いに多くの古墳群が確認されてお

り、また分布調査の結果、約 90,000m2 ほどの埋蔵文化

財が道路建設により影響を受けることが予想された．

そのため、通常設計時に考慮する施工費や残土処分費

などのに加え、埋蔵文化財調査にかかる調査費用や調査

期間を比較検討時に考慮し、ルートおよび土工やトンネ

ルといった道路構造を決定した．その結果、いくつかの

区間においては、埋蔵文化財への影響が少なくなるルー

トや、トンネル構造が採用される結果となった．

（図．４）

４． 用地測量における工夫

（１）地図混乱地にかかる問題点

浜坂道路の計画地である久谷地区における国道１７８

号沿線部では、過去の道路事業・砂防事業の実績から、

多くの地図混乱地が存在することが予想されていた．

地図混乱地が確認された場合、境界の調査測量を行い、

地権者全員の同意により用地境界および面積を確定しな

ければならない．地図混乱地が予想される範囲の事業延

長は約２ｋｍにわたり、また山地のため、立会には多く

の時間と費用が必要となることが予想され、事業の進捗

の妨げになることが懸念された．（図．５）

（２）多人数共有地（共有林）にかかる問題点

浜坂道路計画周辺地区では、40～70 数名の共有名義

の地区有林が存在している．（図．５）

この地区有林は、実質的には沿線自治区である対田地

区および二日市地区の財産であるが、戦後まもなく、両

地区に居住していた全地区住民の共有名義で登記された．

その後、60 数年が経過するなかで、相続の発生により、

現在では関係者が約 500～600名にまで膨らんでいる．

相続処理をするにあたって、登記名義人すべての相続

作業に時間が要することに加えて、多人数と長期間交渉

するうちに、更に相続が発生することが懸念された．

図４.対田・二日市地区の道路計画

図３.埋蔵文化財発掘承諾書

地点名 字名 訂正筆数（筆）

No.156 チノ 33

No.154 カガン谷 45

No.150 坂田 39

No.148 トビソ 36

小計 153

地点名 字名 訂正筆数（筆）

No.166 キグワ付近 54

No.178 スゲ谷付近 21

小計 75

余
部

地
区

久
谷

地
区

表２.主な地図訂正箇所
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（３）地図混乱地における対応策

以上の問題点を踏まえ、本事業では事業着手直後の段

階で、道路予備設計における事業計画範囲で用地境界測

量を実施した．

地図訂正については、用地境界立会の実施後、当初地

図混乱が予想された国道１７８号の沿線部に加え、その

東側に位置する美方郡香美町香住区においても、新たな

地図混乱地が確認された．字単位で４字全体（余部地

区：トビソ、坂田、カガン谷、チノ）が地図混乱地とな

っており、国道１７８号沿線部とあわせると２００筆を

超える大規模な訂正が必要となった．（表．２）

そのため、2009～2011年度の３ヶ年をかけて地図訂正

に必要な追加用地立会と登記を公共実施した．2011 年

度末には全ての地図訂正を完了し、道路詳細設計後、す

みやかに用地買収に入ることが可能となった．

（４）多人数共有地における対応策

対田地区の多人数共有地については、共有地の相続処

理について地区と協議を行い、実質的な所有者である対

田区自治会を地縁団体として法人化した上で、多数に分

かれている登記名義を同法人に集約する方針とした．こ

れらの相続処理にかかる事務手続きは、公共嘱託登記司

法書士協会に 2010～2012 の３ヶ年計画で委託して進め

ている．

また、二日市地区の共有林については、地元新温泉町

が町道の道路改良工事に伴い、先行的に共有地の相続整

理を実施されており、浜坂道路においてもこれを活用す

ることとしている．

2013 年度３月末現在、相続処理が残る関係者につい

ては、対田地区共有林は残り１名、二日市地区共有林は

残り３名となった．地図混乱地と同様、道路詳細設計後、

すみやかに用地買収に入ることが可能となっている．

５．まとめ

以上の取り組みは、通常は詳細設計完了後に行われる

用地境界立会や、用地取得前後に行われる地図訂正や埋

蔵文化財調査等の各種事業調査を先行的に実施し、事業

進捗の遅延につながる問題をなるべく早い段階で解決し、

事業の効率化を図ったものである．

この取り組みは、道路改築事業である当該事業に限ら

ずほとんどの事業でも実施可能である．むしろ、先行的

な事業調査後に問題のある箇所を避けられるような、施

設整備事業などにとってより効果的ではないかと考える．

なお、今回の事業調査の工夫により、2013 年３月末

現在、全体用地買収面積に対して、９０％以上の用地取

得を完了している．また、先行的に地図訂正を実施でき

た久谷地区周辺では、順次工事に着手している．
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図５.共有林相続発生箇所・地図訂正必要箇所
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